
宮城北部沖
（H20年3月設置）
<気仙沼広田湾沖>

宮城北部沖
（H20年3月設置）
<気仙沼広田湾沖>

宮城中部沖
（H19年3月設置）
<宮城金華山沖>

宮城中部沖
（H19年3月設置）
<宮城金華山沖>

三重尾鷲沖
（H20年2月設置）
<三重尾鷲沖>

三重尾鷲沖
（H20年2月設置）
<三重尾鷲沖>

高知西部沖
（H19年11月設置）
<高知足摺岬沖>

高知西部沖
（H19年11月設置）
<高知足摺岬沖>

青森東岸沖
（H20年3月設置）
<青森八戸沖>

青森東岸沖
（H20年3月設置）
<青森八戸沖>

岩手中部沖
（H20年3月設置）
<岩手宮古沖>

岩手中部沖
（H20年3月設置）
<岩手宮古沖>

岩手南部沖
（H19年4月設置）
<岩手釜石沖>

岩手南部沖
（H19年4月設置）
<岩手釜石沖>

青森西岸沖
（H22年7月設置）
＜青森深浦沖＞

青森西岸沖
（H22年7月設置）
＜青森深浦沖＞

秋田県沖
（H22年8月設置）
＜秋田男鹿沖＞

秋田県沖
（H22年8月設置）
＜秋田男鹿沖＞

山形県沖
（H22年7月設置）
＜山形酒田沖＞

山形県沖
（H22年7月設置）
＜山形酒田沖＞

徳島海陽沖
（H27年1月再設置）

<徳島海陽沖>

徳島海陽沖
（H27年1月再設置）

<徳島海陽沖>

静岡御前崎沖
（H21年2月設置）
<静岡御前崎沖>

静岡御前崎沖
（H21年2月設置）
<静岡御前崎沖>

福島県沖
（H21年3月設置）
<福島小名浜沖>

福島県沖
（H21年3月設置）
<福島小名浜沖>

岩手北部沖
（H21年2月設置）
<岩手久慈沖>

岩手北部沖
（H21年2月設置）
<岩手久慈沖>

各地点名称は
リアルタイムナウファス*での表示名
* http://www.mlit.go.jp/kowan/nowphas/
< >内は気象庁発表名称

宮崎日向沖
（H26年3月設置）
<宮崎日向沖>

宮崎日向沖
（H26年3月設置）
<宮崎日向沖>

和歌山南西沖
（H19年12月設置）
<和歌山白浜沖>

和歌山南西沖
（H19年12月設置）
<和歌山白浜沖>

伊勢湾口沖
（H25年6月設置）
＜伊勢湾口沖＞

伊勢湾口沖
（H25年6月設置）
＜伊勢湾口沖＞

ＧＰＳ波浪計設置状況（平成27年3月現在）

高知室戸岬沖
（H26年11月設置）
〈高知室戸岬沖〉

別紙

ＧＰＳ波浪計を活用した沖合波浪観測について

陸上局
（GPS基地局）

GPS波浪計

GPS衛星

波

ＧＰＳ波浪計システムの概要

水深
100m～400m程度

約20km

観測局
（港湾事務所）

港湾整備に必要な沖合の波浪を精度良く観測するＧＰＳ波浪計を整備し、沖合波浪観測を実施してい
ます。 地震発生時には津波の観測も可能*であることから、気象庁等関係機関と連携することにより、
港湾を含む沿岸域での津波への迅速な対応にも活用できます。

観測センター

データ分析気象庁等
他機関へ

情報提供

リアルタイムでデータ収集

GPS波浪計GPS波浪計

沖合波浪観測システム

＊沖合では沿岸に比べて津波の高さは小さくなる。津波警報が発表（気象庁所管）される程度の高さの津波が沿岸
に来襲する場合（沿岸で津波の高さが１ｍ以上）では、 ＧＰＳ波浪計を設置している沖合でも津波成分を検出可
能であると考えられる。
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津波来襲

岩手南部沖

宮城北部沖

宮城中部沖

福島県沖

高知西部沖

徳島海陽沖 和歌山南西沖

三重尾鷲沖

静岡御前崎沖

青森西岸沖

秋田県沖

山形県沖

伊勢湾口沖

宮崎日向沖

高知室戸岬沖


